
図 2 NODの関連番組の表示画面（赤枠） 

推薦番組の選択行動のパターン化に関する検討 
Extraction of User Behavior Patterns to Choose TV Programs 

古宮 弘智†   住吉 英樹†   後藤 淳†   佐野 雅規†   藤井 真人† 

Hironori FURUMIYA Hideki SUMIYOSHI Jun GOTO Masanori SANO  and  Mahito FUJII 

 

１． まえがき 

我々は，現在視聴中の番組に対して付与されたメタデー
タを検索キーとして，システムが関連する番組を自動的に
検索および推薦を行い，視聴者の多様な興味を満たす「コ
ンテンツ推薦テレビ」[1]を提案している． 

NHKオンデマンドでは 2010年 6月より，関連番組の推
薦，提示サービスを行っている．このサービスでは一つの
番組を選択すると，それに関連する番組が複数提示，推薦
される．視聴者は提示された番組の中から，番組候補を選
択できる．そして，この操作を繰り返すことで見たい番組
を探索できる．この関連番組のリストの作成に，コンテン
ツ推薦テレビの関連番組検索技術を応用した実験システム
を利用している． 
今回我々は，より的確な関連番組の検索と推薦を行うた
め，NOD のパソコン向けサービスにおいてこの関連番組
の選択行動に関する操作履歴を収集し，選択した番組候補
からその次に選択した番組候補の遷移パターンを分析した． 
関連番組のリストを作成する推薦システムは，番組内容
を説明した文章（番組概要文）の類似に基づく関連番組検
索，同一の出演者の番組，同じジャンルの番組などを組み
合わせて関連番組リストを作成している．収集した履歴情
報を確認すると，番組概要文の類似検索によって提示され
た関連番組のうち約 61%の番組が，類似度の 1位以外の番
組である事がわかった．そこで，類似検索で提示された各
番組をジャンルによるカテゴリーに抽象化し，カテゴリー
の遷移パターンの分析を試みた．その結果，特定の番組ジ
ャンルでは，他のジャンルへの遷移に特徴があるなど推薦
の最適化に有効と思われる行動があることが分かった． 
本稿では第 2 章で現在の関連番組に関する推薦システム

の概要について述べ，第 3 章で操作履歴の収集方法および
番組候補の遷移パターンなどの実験結果・考察について述
べる．第 4章で試作システムの概要，第 5章で本稿のまと
めについて述べる． 

2 ．関連番組を推薦するシステムの動作概要 

2.1 システム構成 
システムの概念図を図 1に示す．システムは，NODの表
示に必要となる情報を配信する「配信用メタデータ管理シ
ステム」，各コンテンツに対応するメタデータを蓄積する
「メタデータサーバ」，メタデータを利用して関連するコ
ンテンツを検索する「検索システム」で構成される．検索
システムでは，内容の類似検索[2]の他，出演者やジャンル
による検索を行う．番組推薦装置では，推薦ポリシー（番
組のジャンル毎に内容の類似検索，出演者検索，ジャンル

検索の割合を定義）に従い，推薦番組を検索システムから
取得する．推薦番組の表示画面を図 2に示す． 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．クリックログの分析 

3.1 推薦番組の選択行動のパターン化 
NODの関連番組（図 2）の画面から，以下の期間中に番
組選択に関する行動データを収集した． 
実験データの収集期間：2010年 9月～2011年 5月 
対象データ数(クリック数)：31743サンプル 
データの内容：選択された番組 ID，その次に選択され 
       た関連番組 ID，クリック数 
（番組を特定できない，見逃し見放題パックを含むクリ
ック数を除外とした） 
 
 番組 ID から番組情報メタデータを参照し，選択行動の
パターン化を試みた．一例として，番組ジャンルのパター
ン化を以下に示す．今回の実験では，NOD の担当者が番
組メタデータの登録時に付与する番組のジャンルコードを
利用した．各番組に対して，番組ジャンルコードは，最大
3 個付与されており，きめ細やかなカテゴリーの分類を行
うため最大 3 個のジャンルを一つの特徴として扱った．こ
れにより実際の番組に登録されている番組ジャンルコード
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図 1 関連番組に関する推薦システムの概念図 

FIT2011（第 10 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2011 by Information Processing Society of Japan and
The Instiute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 123

D-001

(第2分冊)



は，367種類となる．例えば，「NHKスペシャル 魔性の難
問 リーマン予想・天才たちの闘い」では，「サイエンス/
科学，ドキュメンタリー/社会，ドキュメンタリー/ヒュー
マン」となる． 
 
3.2 分析と考察 
（１）類似度の有効性 
 収集した関連番組のクリックログのサンプル 31743 のう
ち，概要文の類似検索に関する 14388 サンプルを抽出した．
そのサンプルのうち，類似度 1 位以外のサンプルが約
61%(8737 サンプル)であった．これは，必ずしも番組概要
文の類似度が視聴者の興味を的確に反映しているとは言え
ないことを示している． 
 
（２）ジャンルによる遷移の偏り 
 上記の結果を受け，概要文の類似検索に関するサンプル
について，番組ジャンルによる遷移傾向を調査した．  
最初に選択された番組のジャンルコード，その次に選択
された番組毎に遷移数を集計し，割合を求めた．多くの場
合は同一ジャンルが選択される傾向が強いが，ジャンルに
よっては異なるジャンルが選択される傾向の強いものもあ
る．ここでは代表として「こころとからだ/宗教，ドキュメ
ンタリー/社会，人物/著名者」の番組選択後の行動パター
ンについて表 1 に，「ドキュメンタリー/社会，歴史/歴
史」の番組選択後の行動パターンについて表 2に示す．  
 
表 1 「こころとからだ/宗教，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/社会， 

人物/著名者」の番組選択後の行動ﾊﾟﾀｰﾝ 母数:389 

次に選択した番組候補 割合(%)

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/文化，自然/紀行，歴史/歴史 93.3 

こころとからだ/宗教，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/社会， 
人物/著名者 

2.3 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/文化，歴史/歴史，自然/紀行 1.8 

人物/著名者，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/社会，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/教育 0.8 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/文化，歴史/歴史  0.5 

こころとからだ/宗教 0.5 

自然/気候 0.5 

芸術/文学・文芸 0.3 
 
表 2「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/環境」の番組選択後の
行動ﾊﾟﾀｰﾝ(一部抜粋) 母数:74 

次に選択した番組候補 割合(%)

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/社会，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/時事問題，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ
ﾘｰ/海外 

44.6 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/環境 21.6 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ，ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/海外 12.1 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ，ｻｲｴﾝｽ/科学 9.5 

ｻｲｴﾝｽ/科学，ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ/生涯教育 8.1 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ 4.1 
 
これらの表から以下のことがわかる． 
・表 1「こころとからだ/宗教，ドキュメンタリー/社会，人
物/著名者」の場合，そのほとんどが次の番組ジャンルと
して「ドキュメンタリー/文化，自然/紀行，歴史/歴史」
を選択しており，推薦リスト作成時に当該ジャンルの推
薦を優先すべきことがわかる． 

・表 2「ドキュメンタリー/ビジネス，ドキュメンタリー/環
境」の場合，表 1 のような極端な偏りはないものの，同
様のテーマの社会や時事問題，海外に関する内容の番組
ジャンルに興味を持ち，番組を選択されていることがわ
かる． 
このようにジャンルによっては，同一ジャンルではない
ジャンルが多く選択される傾向にある事がわかった． 
 

4．リランキングの評価プログラム 

今回の分析結果をもとに，以下の手順に従い，選択行動
パターンデータを用いたリランキングプログラムの試作を
行っている．概念図を図 3 に示す．このプログラムは，関
連番組リスト作成システムで動作する． 
・各番組 ID をキーとして，推薦番組の候補となる関連番
組 IDリストを取得する． 
・推薦番組の候補となる番組 ID が属するジャンルコード
を番組情報 DBより取得する． 
・番組ジャンルのパターン化テーブルで，遷移の割合によ
って推薦番組のリランキングを行い，この情報を推薦番
組の候補リストとする． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. まとめ 
本稿では，NOD のパソコン向けサービスにおいてこの
推薦番組の選択行動に関する操作履歴を収集し，選択した
番組候補からその次に選択した番組候補の遷移パターンを
分析した．分析の結果，特定のジャンルでは内容の類似検
索に加えて，番組ジャンルによる選択行動のパターン化，
推薦順位のリランキングが必要であることが示唆された． 
これらのパターンは多数のサンプルの収集により明確にな
ってきたことも多く，引き続きデータの収集と分析を継続
する． 
今後はジャンル以外のカテゴリーについても分析を進め
るとともに，番組内容に適した番組の検索，推薦手法の検
討およびその評価を行っていきたい． 
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図 3  試作システムの概念図 
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